
事 業 の 概 要 

1． 幹事会の開催 

 

(1) 幹事会 
 

回 日 付 場 所 参加者 

1 令和 4年 4月 19 日 広島県トラック総合会館 20名 

2 令和 4年 5月 23 日 広島県トラック総合会館 18名 

3 令和 4年 6月 20 日 広島県トラック総合会館 23名 

4 令和 4年 7月 27 日 広島県トラック総合会館 12名 

5 令和 4年 8月 18 日 広島県トラック総合会館 11名 

6 令和 4年 9月 20 日 広島県トラック総合会館 16名 

7 令和 4年 10月 25日 広島県トラック総合会館 15名 

8 令和 4年 11月 16日 広島県トラック総合会館 14名 

9 令和 4年 12月 13日 広島県トラック総合会館 10名 

10 令和 5年 1月 18 日 広島県トラック総合会館 18名 

11 令和 5年 2月 20 日 広島県トラック総合会館 10名 

12 令和 5年 3月 27 日 広島県トラック総合会館 15名 
 
 

2． 会議・研修会の開催 

  

(1) 新社長就任激励会 
 
日 付 令和 4年 4 月 23日 
場 所 広島市「リーガロイヤルホテル広島」 
参加者 80名 

 内 容 令和 2年 1 月～12月、令和 3年 1月～12月に社長就任された 9名を激励 

           

(2) 事業者大会 
 

日 付 令和 4年 7 月 16日 
場 所 広島市「リーガロイヤルホテル広島」 
参加者 94名 
内 容 総会議案、各地区青年組織の活動、トラック業界の状況について報告 
講 演 演題 逆転のカープに学ぶ天谷的リーダー論 

      講師 プロ野球解説者 天谷 宗一郎 氏 
         中国放送アナウンサー 伊藤 平 氏 
 

(3) 第 15回スキルアップセミナー、令和 5年新年互礼会 
 

日 付 令和 5年 1 月 28日 

場 所 広島市「リーガロイヤルホテル広島」 
参加者 86名(スキルアップセミナー)、87名(新年互礼会) 

  講 演 演題 ICT を活用した点呼の実施について 
      講師 中国運輸局 広島運輸支局 首席陸運技術専門官 中山 雅之 氏 



3． 参加した会議 

 

(1) 中国ブロック青年部協議会 
 

会議名 日 付 場 所 参加者 

第 1回幹事会 令和 4年 7月 5日 米子ワシントンホテルプラザ 正副会長 

第 2回幹事会 

 

令和 4年 11月 8日 ひろしま国際ホテル 正副会長 

第 3回幹事会 令和 5年 3月 7日 松江ニューアーバンホテル 正副会長 

 

(2) 全日本トラック協会青年部会全国代表者協議会 
 

回 日 付 場 所 参加者 

1 令和 4年 6月 17日 全日本トラック総合会館 西尾会長 

2 令和 4年 11月 29日 全日本トラック総合会館 西尾会長 

3 令和 5年 2月 16日 主婦会館プラザエフ 西尾会長 

 

(3) 全日本トラック協会青年部会ブロック大会 
 

ブロック 日 付 場 所 参加者 

北 海 道 令和 4年 7月 1日 函館国際ホテル 西尾会長 

東  北 令和 4年 9月 22日 ホテルメトロポリタン山形 - 

関  東 令和 4年 6月 24日 Web開催 - 

北陸信越 令和 4年 10月 14日 新潟グランドホテル - 

中  部 令和 4年 10月 28日 ホテルグランヒルズ静岡 - 

近  畿 令和 4年 8月 27日 ホテルグランヴィア和歌山 - 

中  国 令和 4年 11月 25日 ホテルグランヴィア広島 広島県 52名 

四  国 令和 4年 11月 10日 ホテル日航高知旭ロイヤル 正副会長 

九  州 令和 5年 1月 20日 城山ホテル鹿児島 正副会長 

 

(4) 全日本トラック協会青年部会全国大会 
 

日 付 令和 5年 2 月 17日 
場 所 東京都「京王プラザホテル」 

  参加者 622名(広島県から 9名参加) 

  内 容 青年経営者等による先進的な事業取組に対する顕彰 授与式・受賞者事業発表 

            青年部会活動報告 

      整備実習用トラックの活用状況について 

  講 演 演題 笑顔のもとに笑顔が集まる 
      講師 落語家 林家 たい平 氏 

 
 
 
 
 
 

 



4． トラック日に関する行事の企画運営 

 

(1) ひろしまトラックまつり 

 

名 称 第29回ひろしまトラックまつり 

日 時 令和4年10月9日(日) 9:30～15:00 

場 所 広島運輸支局構内 広島市西区観音新町4丁目13－13－2 

目 的 物流に関する様々な取り組みを広報し、国民生活と経済活動に貢献するトラック輸送の重要

性をアピールするとともに、交通安全、環境対策等の社会貢献活動についても紹介し、広く

県民の皆様のトラック業界に対する理解につなげることを目的として実施。 

主催者 (公社)広島県トラック協会 ひろしまトラックまつり実行委員会 

参加者 一般県民 約21,000人(主催者発表) 

内 容 1. 広島県トラック協会の会員事業者の協力により、会場内にトラックを60台展示するとも 

にトラックの写真をインスタグラムに投稿し、投票企画｢広島で一番カッコいいトラック 

に投票しよう！｣を実施。 

2. ひろしまトラックまつりフォトコンテストを実施。 

 来場者に当日楽しんだ様子をインスタグラムに投稿いただきイベント内で結果を発表。 

3. 広島県トラック協会の会員事業者の協力により、大型トラック、トレーラーの乗車体験。 

4. 広島県警察の協力により、パトカー、白バイを展示。 

歩行シミュレーター体験、飲酒運転根絶への取り組み等の交通安全に係る啓発活動。 

5. 広島県交通安全協会の協力により、交通安全体験車｢ヒコア号｣を展示。 

自転車シミュレーター、運転・歩行能力診断等。 

6. 自動車安全運転センターの協力により、ワンダくんとふれあいコーナーを実施。 

運転記録証明書の分析資料の提供、優秀安全運転事業所の表彰制度の紹介等。 

7. NASVA 自動車事故対策機構の協力により、適性診断の体験等を実施。 

自動車アセスメント事業の紹介、動体視力測定等。 

8. 中国トラック交通共済協同組合の協力により、型紙でつくるトラックを実施。 

 トラック型の下絵を基に、色付けや好きな絵柄を描いて組み立てる工作。 

9. 中国新聞社の協力により、飲酒運転撲滅キャンペーンを実施。 

現場写真、漫画を使用した啓発活動。青のリストバンド(キャンペーンシンボル)配布。 

10. 中国新聞社(備後本社)の協力により、KIDS' SAFETY CHALLENGEを実施。 

4ｔトラックを使用した死角体験。子ども交通安全ポスターコンクールの紹介。 

11. 広島市(環境局 温暖化対策課)の協力により、環境ブースを実施。 

環境配慮車両の紹介、エコドライブの啓発、マイカー乗るまぁデーの周知等。 

12. 広島県(危機管理監 みんなで減災推進課)の協力により、防災ブースを実施。 

自らの防災行動計画｢マイ・タイムライン｣の紹介、減災輪投げゲーム等。 

13. 広島県トラック協会の引越専門部会の協力により、引越なんでも相談会を実施。 

引越相談窓口の開設、分散引越依頼等チラシ啓発、粗品や風船配布等。 

14. 広島県赤十字血液センターの協力により、献血活動を実施。 

 献血受付者32人、献血者数27人、献血できなかった方5人。 

15. 令和4年度｢トラックの日｣絵画コンクールの表彰式を実施。 

 広島市の小学校80校から3,676枚の応募があり、入賞者を表彰。 

16. 近隣の学校、広島県警察音楽隊、外部団体の協力により、ステージ演目を披露。 

書道パフォーマンス、吹奏楽、ダンス、アーバンスポーツショー＆体験会。 

17 広島県トラック協会女性活躍促進検討部会、キッチンカー18台による飲食販売。 

 

 



(2) 実行委員会 
 

回 日 付 場 所 参加者 

3 令和 4年 4月 19 日 広島県トラック総合会館 7名 

4 令和 4年 5月 23日 広島県トラック総合会館 8名 

5 令和 4年 6月 20日 広島県トラック総合会館 8名 

6 令和 4年 7月 19 日 広島県トラック総合会館 8名 

7 令和 4年 8月 18 日 広島県トラック総合会館 6名 

8 令和 4年 9月 6 日 広島県トラック総合会館 8名 

9 令和 4年 9月 26日 広島県トラック総合会館 7名 

10 令和 4年 10月 4日 広島県トラック総合会館 6名 

 

 ※ 令和 3年度に実施した第 1回、第 2回実行委員会を含め、第 29回ひろしまトラック 
まつりのために 10 回開催した。 

 
  委員会構成員 

団体役職名 事業者名 会社役職名 氏名 

実行委員長 カメダライン㈱ 常務取締役 亀田 康寿 

副実行委員長 安佐運送㈱ 代表取締役社長 石田 貴士 

副実行委員長 田中運輸㈱ 代表取締役社長 田中 亮介 

副実行委員長 沖藤運送㈱ 代表取締役社長 沖藤  務 

委員 中国陸運㈱ 代表取締役社長 西尾 義輝 

委員 ㈱脇地運送 代表取締役 金子 武司 

委員 向島運送㈱ 代表取締役社長 須田  毅 

委員 志和貨物自動車㈱ 代表取締役社長 牧尾 和志 

 
 
5． とらビズ！広島トラック業界ビジネスコンテストの企画運営 
 

目 的 活力ある業界を創るためには、次世代を担う若者の力が必要である。学生向けのビジ

ネスコンテストを通じて、トラック運送業界の面白さや今後の可能性を伝え、広く関

心を持っていただくことにより、人材の確保・育成につなげることを目的に実施。 

主催者 (公社)広島県トラック協会 

内 容 募集から審査会、表彰式まで以下のスケジュールで開催。 

1. 令和4年6月19日∼7月30日・・エントリー受付 

2. 令和4年8月5日、6日・・・・業界研究インターンシップ 

3. 令和4年8月31日・・・・・・ビジネスアイデア提出締切 

4. 令和4年9月10日・・・・・・プレゼン審査会 

5. 令和4年10月9日・・・・・・表彰/授賞式(｢ひろしまトラックまつり｣会場内) 

募集方法 以下の宣伝告知活動により広島県内の高校生以上の学生へ募集を実施。 

・ 高等学校および大学へリーフレット郵送 175件 

・ 学生が集まる場所(ゼミ等)で説明 113人 

・ Webサイトを使った｢Web広告｣と｢SNS活用｣ 

・ 新聞や雑誌などのマスコミへのリリース 

募集結果 

・ 業界研究インターンシップの参加数 14名(5大学、1高等学校) 

・ プレゼン審査会の参加数 14名(8プラン) 



実 績 1. 金賞受賞プラン 

「寝る幸せを噛み締めたい 〜ホテトラ」提案学生 中村早希(安田女子大学) 

長距離ドライバーの休憩場所や駐車スペースに着目したプラン。宿泊できる機能

をトラックの荷台に搭載し、移動できる宿泊施設を提案。移動できる宿泊施設のた

め、災害時には仮設住宅などにも機能。 

 

2. 銀賞受賞プラン 

「wingirlしか勝たん！〜女性活躍への道のり〜」提案学生 梶川彩花(広島女学院高

等学校) 

トラック業界における女性活躍の促進に着目したプラン。女性が扱いやすい小型

トラックの提案や子育ててしやすい新しいパート制度の導入を提案。 

 

3. 特別賞受賞プラン(実質の3位プラン) 

「配達帰りの空便を活用したリサイクル回収 Delicle〜フードデリバリー×リサイ

クル〜」提案学生 妻鳥ほのか(安田女子大学) 

配達後の空便に着目したプラン。配達時の帰りの便(空便)を活用したリサイクル

回収率を上げるサービス。事例としてフードデリバリーを活用したプラ容器回収を

提案。 

 

4. その他のエントリープラン 

「配送業界発！配送料のかからないECモール！『PostAgent』ポステージェント」 

提案学生 岡村康大(広島修道大学) 

 

「トラックが学び舎に 〜Tラーン」提案学生 中山愛理(県立広島大学) 

 

「Women Track 制度、略してWTシステム」提案学生 スワットウィリヤポン・ピチャ

モン(広島女学院高等学校) 

 

「PLAN．Cooperate Cars」提案学生 紙本拓海(広島修道大学) 

 

「トラック運転手が地域を守る まもるーと」提案学生 谷口大河(広島修道大学) 

 
※ 広島県トラック協会女性活躍促進検討部会と合同で運営した。 

 
 
6． その他 
 

(1) (公社)広島県トラック協会から事業活動に関する助成金を受領 
 

助成金              (単位:円) 

摘要 金額 

1. 本部青年部協議会 1,874,260 

2. 各地区青年組織 1,787,420 

3. 女性活躍促進検討部会 199,300 

合計 3,860,980 

 

 

 


